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市長に期待する沢

〆3期12年続いた山本市長に替わり、海老根新市長が2月26日着任した。名乗りをあげて1

年余り、「市民の目線で『湘南藤沢力宣言！』をうたい、“一生住み続けたい湘南藤沢”をつく

るため、きめ細かい具体的な政策マニユフエストを目標年度ごとにつくるなど、意欲的な取り

組みが市民の信頼を得たのではないだろうか。

エコネットからの公開質問状にも、一番に返事をいただき、ごみ処理有料化は見直し、袋代

は半値にするという回答をいただいた。一日も早く、実施するよう期待したい。ごみ裁判の状

況も市は「ごみ処瑚は市の業務」（すなわち税金でまかなう）という廃掃法違反、また地方自治

法227条違反の疑いが強くなっており、新市長には無料化も視野に入れてほしいものである。

「環境都市」宣言1をし、地球温暖化防止、CO2抑制のためのプロジェクトチームを立ち上

げ、省エネ、自然エネルギー活用、更に環境配慮型契約推進を行うという頼もしい政策を新市

長は打ち出した。大いに期待したい。

みどり、緑地の保全、3大谷戸（川名清水谷戸、石川丸山谷戸、遠藤笹久保谷戸）の保全な

ど自然とみどりがマッチした景観保全をかかげているが、一方では西北部・産業の森建設や村

岡新駅の設置など､大金がかかる大型開発を推し進めると言い､矛盾したことを公約している。

大型開発を進めれば、みどりは減るのである。このことをよく考えて最小限の開発、生活密着

型開発を考えてほしい。

また、西北部に相鉄いずみ野線のツインシテイヘの延伸を打ち出しているが、相鉄の意向も

あり、時間もかかりそうである。市の決断で実現できる環境にやさしく高齢者にもやさしい次

世代型路面電車(LRT)を導入したらどうだろうか。西北部は自動車交通のみで、空気も汚れてき

ている。LRT(LightRailThPansit)は空気を汚さず音も静かで、欧州などで再評価され、まさ

に次世代の公共交通手段と思われる。 （青柳節子）
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